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東洋大学社会福祉学会会則・「東洋大学社会福祉研究」投稿規程・執筆要領

「東洋大学社会福祉研究」投稿規程

	 （2008年6月30日制定）
	 （2021年4月03日一部改正）

1．投稿資格
　投稿者は、原則として東洋大学社会福祉学会会員とす
る。ただし、以下の場合には、編集委員会の判断によっ
て投稿を受理できる。
1）編集委員会において特別に依頼する場合。

2．原稿の種類
1）原稿の種類は、論文、研究ノート、翻訳、資料とする。
2）論文は、他に未発表のものに限る。投稿論文と内容
が重複・類似した既存発表論文または他誌に投稿中の論
文がある場合は、投稿者は、必ず当該論文のコピーを添
付することとする。編集委員会で受理の諾否を決定する。
3）翻訳・目録・資料で単独の原稿をなすものには、解題・
解説を付けることが必要である。

3．原稿の枚数
1）原稿は、原則として、400字詰め原稿用紙換算50枚
（20,000字、図表を含む）以内とする。

4．原稿の採否
1）原稿の採否、ならびに論文の修正の指示は、選定さ
れたレフェリーの査読結果に基づき、編集委員会が決定
する。

5．投稿形式
1）投稿は、電子媒体で行い、プリントアウトしたハー
ドコピーを添付する。

6．要旨・キーワード
1）原則として、400字程度の要旨と、5個以内のキーワー
ドをつける。

7．執筆要領・執筆要領
1）編集委員会においてその内容を検討し決定する。

8．自由投稿論文の原稿は、掲載の可否にかかわらず返
却しない。

「東洋大学社会福祉研究」執筆要領

（2008年6月30日制定）

1．要旨
1）要旨は、できあがり1頁以内とする。
2）5個以内のキーワードをつける。

2．ワープロ入力上の注意
1）原稿は、ワープロ作成によるものを原則として（A4版、
横書き）1ページ全角40字×40行で印字する（空白部分は、
上記分量に含まない）。ただし、英数字は原則として半
角とする。
2）拡大文字･特殊文字･文字飾り･罫線･制御記号なども、
プリントアウトした原稿で指示する。
3）改行以外の個所は、続けて入力すること。

3．図表
1）図表は本文中に入力せず、本文の後ろに入力するか、
あるいは別のファイルに保存する。図表の挿入位置はプ
リントアウトした原稿に指示する。
2）図表は、Ａ4版で、例えば、1/4ページの場合、400字、
1/2ページの場合、800字として換算する。
3）図表には、通し番号（図表1、図表2）でタイトルを
つける。その場合、1図表ごとに別紙（別ファイル）に
作成し、本文中に挿入箇所を指定する。図表が、出版物
からの引用の場合は、出典を明記し、必要に応じて、著
作権者の許可を得なくてはならない。

4．注
1）本文中の該当箇所に、右肩上付きで、1)、2)、3)、...	
と順に示し、注自体は本文の後に一括して記載する。

5．参考文献
1）注の後に一括して記載する（著者名のアルファベッ
ト順）。文献挙示の方法については、「社会福祉学」投稿
規程に準ずるものとする。

6．校正
1）著者構成は初稿のみとし、誤字、誤植、脱字の訂正
以外は、原則として認めない。

　東洋大学社会福祉研究第16号は、白山キャンパス125記念ホールにて開催された第16回大会の基調講演とシンポジウム
の内容、そして博士学位請求論文要旨を中心に発刊の運びとなりました。お忙しい中ご寄稿くださった皆さまに、あら
ためまして感謝申し上げます。
　明治学院大学の茨木尚子先生からは、『反抑圧的ソーシャルワーク（AOP）の理論と実践』をテーマとして、当事者
運動との出会いから、実践と教育の課題にも引き寄せて、ソーシャルワークの可能性について多くの貴重な示唆をいた
だきました。
　伊奈川学会長からは、『赤羽台から社会福祉学の高みを目指す』と題した巻頭言をお寄せいただきました。赤羽台キャ
ンパスに文字通り額に汗して上り集い、社会の抑圧構造に気づいていく、そして変えていく道筋をつくっていく議論と
新たな研究のきっかけとなることを願いつつ、本号をお届けいたします。

『東洋大学社会福祉研究』編集委員
　戸井宏紀

◆ 編集後記 ◆


